
画
題
名
：
大
原
野
の
秋（
清
水
六
兵
衛
の
別
荘
）

作
者
：
萱
沼
房
子（
旧
姓
：
将
野
　
昭
和
35
年
卒
）

三
輪
　
欣
之

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校

　

校
長

松
尾
　
律
子

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
春
光
会

会
長

　

（
旧
姓
森
野
Ｓ
35
年
被
服
本
科
卒
）

ご
挨
拶

ご
挨
拶
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今
年
も
桜
の
美
し
い
季
節
と
な
り
、
本
校
玄
関
前
の
桜
の
ト

ン
ネ
ル
も
成
長
と
と
も
に
年
々
見
応
え
が
増
し
て
き
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
日
頃
よ
り
母
校
へ
の
物
心
両
面
で

の
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
〇
一
六
年
度
は
一
昨
年
度
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

「
学
園
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
2
0
2
2
」
実
行
二
年
目
と
し
て
各

取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
る
年
で
し
た
。
桃
山
移
転
三
十
二
年
を

終
え
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
、
教
室
関
係
に
次
い
で
二
〇

一
六
年
度
は
特
別
教
室
棟
3
階
を
長
期
的
な
考
え
の
元
、
生
徒

増
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
改
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
予

定
さ
れ
た
空
調
工
事
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
次
年
度
に
繰
り

越
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
二
〇
一
六
年
度
の
活
動
実
績
で

す
が
、
進
路
結
果
で
は
国
公
立
大
学
合
格
者
数
は
六
八
名
と
な

り
ま
し
た
。
私
立
大
学
で
は
関
関
同
立
一
三
〇
名
、
産
近
龍
佛

一
四
八
名
と
い
ず
れ
も
過
去
最
高
で
し
た
。
中
高
一
貫
V
コ
ー

ス
二
期
生
五
三
名
を
含
む
四
コ
ー
ス
二
六
八
名
の
卒
業
生
が
全

力
を
尽
く
し
た
結
果
で
す
。
昨
年
度
実
績
国
公
立
大
学
七
一
名

と
い
う
結
果
に
迫
る
も
の
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
り
ま
す

が
次
年
度
以
降
に
つ
な
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
全
国
高
校
総
体
）
に
は
常
連
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
陸
上
部
に
加
え
て
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
二
年
ぶ

り
三
回
目
の
出
場
を
果
た
し
、
の
べ
四
五
名
の
過
去
最
高
選
手
団

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
秋
の
国
体
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

が
単
独
チ
ー
ム
で
、
陸
上
部
と
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
も
個
人
で
岩
手

県
へ
、
吹
奏
楽
部
は
関
西
で
金
賞
獲
得
も
全
国
に
は
届
か
ず
、
太

鼓
部
も
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
出
場
な
ど
例
年
通
り
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
年
末
年
始
の
高
校
サ
ッ
カ
ー
、
春
高
バ
レ
ー
で
は
両

チ
ー
ム
と
も
初
戦
敗
退
と
い
う
初
め
て
の
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
両
チ
ー
ム
と
も
初
戦
が
大
き
な
ヤ
マ
と
い
う
組
み
合
わ
せ

を
も
の
と
も
せ
ず
に
果
敢
に
挑
み
ま
し
た
が
惜
敗
で
し
た
。
物
心

で
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
度
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
二
〇
一
七
年
入
学
生
徒
数
が
三
月
二
十

二
日
の
高
校
一
斉
登
校
日
に
確
定
し
ま
し
た
。
厳
し
い
社
会
情
勢

の
中
、
全
教
職
員
で
生
徒
募
集
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
結

果
、
中
学
校
六
八
名
、
高
等
学
校
三
八
七
名
（
内
部
V
生
五
二
名

含
む
）
と
な
り
ま
し
た
。
次
年
度
は
更
に
新
制
服
を
含
む
新
た
な

取
り
組
み
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
社
会
に
貢
献
し
、
活
躍
で
き
る

人
材
育
成
の
た
め
今
後
も
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

緑
輝
く
清
々
し
い
時
季
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
卒
業
生
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

日
頃
は
春
光
会
に
対
す
る
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
春
光
会
総
会
の
ご
案
内
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
二
〇
一
七
年
三
月
一
日
中
高
一
貫
Ｖ
コ
ー
ス
二
期
生

一
一
三
期
生
二
六
八
名
の
方
が
卒
業
し
、
春
光
会
に
入
会
さ
れ

ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
変
革
の
激
し
い
こ
の
時
代

に
あ
っ
て
、
ど
こ
ま
で
も
心
強
く
堂
々
と
人
生
を
歩
ん
で
行
か

れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
昨
年
橘
祭
連
絡
協
議
会
に
出
席
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の
時

の
資
料
に
„
「
文
武
両
道
の
進
学
校
」
に
ふ
さ
わ
し
い
レ
ベ
ル

の
高
い
学
園
祭
を
展
開
す
る
。
“
と
あ
り
ま
し
た
。
な
ん
と
力

強
い
取
り
組
み
だ
ろ
う
と
大
変
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
橘
祭

当
日
、
多
く
の
来
場
者
と
共
に
生
徒
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
分

を
し
っ
か
り
演
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
高
い
理
想
に
向
か
っ
て

現
実
の
中
で
、
一
歩
一
歩
努
力
が
重
ね
ら
れ
目
標
が
達
成
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
年
齢
を
重
ね
た
私
た
ち
も
何
か
を
学
ん
だ

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
今
後
の
京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校

さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

京都橘中学校・高等学校春光会（同窓会）　発行責任者　松尾律子



2015年度 会務報告

　6月26日(日)2016年度春光会総会が京都タワーホテルで
開催されました。会員39名、学校3名の参加でした。
　総会では議題「会務報告、会計報告、予算案、役員承
認」が報告されいずれも全会一致で承認されました。
　総会後、橘翔会と合同で懇親会が行われました。恒例と
なった卒業生の信田あや子さんの舞踊、恩師の塩原先生の
ギターの弾き語りや懐かしい恩師との会話、会食と楽しい
時間を過ごしました。今回は中高一貫Ｖコース１期の卒業
生西村くんとそのお母様（S61年卒）が親子で出席してく
ださいました。
　最後は平松先生の指揮で校歌と応援歌を合唱し散会しま
した。

【春光会2015年度決算】

基本財産

収　　入
項　目

入　 会　 金
預 金 利 息
寄付金収入
雑　 収　 入
参加費等収入
仮 払 収 入
預り金収入
基本財産より戻金
前年度繰越金
　 合　計

@10,000×301

お祝い他

橘祭売上　等

総会・秋の散策参加費、弁当代

予　算
2,980,000

1,000
100,000
30,000
590,000

0
10,000

0
4,555,505
8,266,505

決　算
3,010,000

445
98,000
44,207
802,495
24,000

0
0

4,555,505
8,534,652

増　減 備　考 備　考
30,000
△ 555

 △ 2,000
14,207
212,495
24,000

△ 10,000
0
0

268,147

収　　入 支　　出
受 取 利 息
組み入れ金
前年度繰越金
　　合　計

一般会計へ
次年度繰越金

　　合　計

1,175
0

6,567,377
6,568,552

0
6,568,552

6,568,552

財産目録

経常費の部

基本財産の部

京都銀行

郵便貯金

京都銀行

普通預金
定期預金
郵便貯金
振替口座
定期預金
普通預金

191,288
4,367,277

0
0

418,000
2,000,000
4,568,552
11,545,117

自　2015年4月1日　至　2016年3月31日

自　2016年4月1日　至　2017年3月31日

支　　出
項　目

事　業　費
支部補助費
慶　弔　費
交　通　費
会　議　費
事　務　費
寄　付　金
予　 備　 費
雑　支　出
仮 払 支 出
預り金支出
期末未払金
基本財産へ組入
次年度繰越金
　 合　計

予　算
2,960,000
30,000
160,000
150,000
30,000
130,000

0
0
0
0

10,000
0
0

4,796,505
8,266,505

決　算
3,080,358
11,296
140,000
172,500
35,286
133,311

0
0
0

24,000
0

△ 38,664
0

4,976,565
8,534,652

増　減
120,358
△ 18,704
△ 20,000
22,500
5,286
3,311

0
0
0

24,000
△ 10,000
△ 38,664

0
180,060
268,147

【春光会2016年度予算】
収　入

入　 会　 金
預 金 利 息
寄付金収入
参加費等収入
預り金収入
雑　 収　 入
前年度繰越金

合　計

事　 業　 費
預り金支出
支部補助費
慶　弔　費
交　通　費
会　議　費
事　務　費
事務委託金
寄　付　金
予　備　費
基本財産へ組入
次年度繰越金
　　合　計

金　額
3,270,000

1,000
180,000
800,000
10,000
45,000

4,976,565

9,282,565

3,000,000
10,000
30,000
160,000
210,000
50,000
200,000
50,000

0
0

2,000,000
3,572,565
9,282,565

備　考 備　考
@10,000×327名

＠1,000×180口
総会会費（橘翔会分含む）、秋の散策参加費等

橘祭売上等

総会支払・秋の散策・会報印刷・郵送費・記念品他

１支部・学年・クラス会
クラブ関係お祝い金
役員会・会報誌取材
お茶代等
役員会案内郵送代、メール便代等、弁当代
京都橘中学校・高等学校への事務委託費

支　出 金　額

2016年度

春光会総会報告

現　　金

２０１５年 
　　　　4月7日 京都橘中学校・高等学校入学式
　　　　6月6日 役員会
　　　　6月21日 総会（ホテルグランヴィア京都）
　　　　7月中 バレーボール部、陸上部、太鼓部
　　　　　　　　　 IH出場（お祝い金贈呈）
　　　　7月28日 役員会
　　　　9月 9日 99期卒 伊藤舞 先輩を祝う会
　　　　9月11日 役員会
　　　　9月12日 学園祭
　　　　10月31日 秋の散策（天橋立方面）
　　　　12月11日　バレーボール部春高バレー出場お祝い
　　　　　　　　　　男子サッカー部全国高校サッカー選
　　　　　　　　　手権出場お祝い
　　　　　　　　　 吹奏楽部 全国マーチングコンテスト
　　　　　　　　　 金賞お祝い
２０１６年 
　　　　1月23日 役員会
　　　　2月20日 役員会
　　　　2月29日 春光会入会式
　　　　3月1日 京都橘高等学校卒業式（臨席）
　　　　3月18日 京都橘中学校卒業式（臨席）

2015年4月～2016年3月

吹奏楽部・太鼓部・バレー部・陸上部・
サッカー部祝金他　伊藤舞氏祝い金

ハガキ・メール便等役員通信費
橘祭諸費用 他

会報発行費用・入会記念品他
同窓会補助
　

役員会他
弁当・お茶代

合　計

上記2016年度総会において承認済みのものである。

京都橘中学校・高等学校春光会（２）2017. 4. 30　発行

❷



 
 

本
年
度
も
春
光
会
に
対
し
て
、
多
く
の
会
員
の

方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
氏
名
を
掲

載
し
、
お
礼
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
一
口
千
円
の
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
同
封
の
振
込
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
。
住

所
、
氏
名
と
通
信
欄
の
寄
付
の
欄
に
「
口
数
、
金

額
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、
卒
業
年
、

科
も
忘
れ
ず
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

会
　
　
長

　

松
尾　

律
子
（
昭
35
卒
）

副
会
長

　

石
村　

常
枝
（
昭
40
卒
）

　

安
田
紀
代
子
（
昭
40
卒
）

　

松
村　

典
子
（
昭
41
卒
）

会
　
　
計

　

三
上　

幸
子
（
昭
35
卒
）

　

宮
本　

芳
美
（
昭
41
卒
）

会
計
監
査

　

萱
沼　

房
子
（
昭
35
卒
）

　

川
辺　

幸
子
（
昭
35
卒
）

常
任
委
員

　

奥
川
ノ
ブ
エ
（
昭
19
卒
）

　

出
村
美
枝
子
（
昭
35
卒
）

　

奥
野　

晃
子
（
昭
41
卒
）

　

後
藤
エ
ミ
子
（
昭
41
卒
）

　

菜
畠　

雅
代
（
昭
52
卒
）

　

上
田　

章
子
（
昭
54
卒
）

　

善
積　

和
子
（
昭
54
卒
）

　

小
林　
　

栄
（
昭
54
卒
）

　

中
井　

美
実
（
昭
54
卒
）

　

西
嵜　

信
子
（
昭
57
卒
）

　

森
川　

節
子
（
昭
57
卒
）

　

宗　
　

裕
子
（
昭
58
卒
）

　

井
上　

和
子
（
昭
58
卒
）

　

村
上
夕
美
子
（
昭
58
卒
）

　

森
安　

優
子
（
昭
61
卒
）

　

西
村　

育
恵
（
昭
61
卒
）

　

平
野
万
里
子
（
昭
63
卒
）

　

山
本　

美
和
（
昭
63
卒
）

　

寺
田　

由
香
（
平
1
卒
）

　

吉
川　

等
子
（
平
2
卒
）

　

小
松　

里
奈
（
平
4
卒
）

　

中
辻　

道
子
（
平
4
卒
）

　

幡
井　

信
子
（
平
10
卒
）

　

武
永　

康
宏
（
平
15
卒
）

　

西
村　

裕
介
（
平
15
卒
）

相
談
役

　

吉
岡　

春
美
（
昭
41
卒
）

寄
付
金
の
お
礼
と
お
願
い

昭
和
15
・
本

18
・
本

19
・
師

22
・
本

24
・
専

27
・
本

30
・
被

中
田　

幸
子

岩
渕　

鈴
子

奥
川　

ノ
ブ
ヱ

竹
本　

佳
代

森
田　

道
子

松
井　

寿
美
子

芦
田　

文
子

41
・
商

48
・
商

57
・
普

57
・
普

58
・
普

58
・
普

宮
本　

芳
美

細
見　

佳
壽
子

森
川　

節
子

風
間　

由
美

村
上　

夕
美
子

宗　
　

裕
子

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
（
敬
称
略
）

春
光
会
役
員

春
光
会
役
員

2
0
1
6
年
度

2
0
1
6
年
度

　

十
月
十
五
日（
土
）に
、春
光
会（
同
窓
会
）・

橘
幸
会
（
卒
業
生
父
母
）・
橘
翔
会
（
退
職

教
職
員
）
合
同
で
「
秋
の
散
策
」
に
参
り
ま

し
た
。

　

今
年
の
企
画
が
好
評
で
、
当
初
は
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
が
当
日
は
三

十
六
名
の
参
加
者
で
京
都
駅
八
条
口
ア
バ
ン

テ
ィ
前
を
九
時
に
出
発
し
ま
し
た
。
い
ざ
大

阪
へ
。

　

車
中
は
和
気
あ
い
あ
い
で
、
昭
和
四
十
二

年
卒
の
小
林
（
旧
姓
藤
見
）
先
生
の
ク
ラ
ス

が
ミ
ニ
ク
ラ
ス
会
を
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
へ
。
日
本
一

高
い
ビ
ル
「
ハ
ル
カ
ス
3
0
0
」
へ
直
行
。

ま
ず
十
六
階
ま
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
、

次
は
六
十
階
ま
で
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
て

展
望
台
へ
。
お
天
気
が
良
く
三
六
〇
度
の
パ

ノ
ラ
マ
、
展
望
台
で
は
ち
ょ
う
ど
ガ
イ
ド
様

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

探
し
て
い
る
よ
り
、
明
ら
か
に
分
か
り
や
す

く
全
体
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
下
を
覗
く
と
足

が
す
く
み
、
体
が
ゾ
ク
ソ
ク
、
恐
ろ
し
い
ほ

ど
で
し
た
。
遠
く
離
れ
た
京
都
は
霞
ん
で

山
々
が
見
え
る
程
度
。「
天
空
庭
園
、
天
上

回
廊
、
シ
ョ
ッ
プ
」
で
時
間
の
許
す
限
り
堪

能
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
ご
意
見
を
聞
き
ま

す
と
、「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
へ
は
何
度
も
来

て
い
る
が
上
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
」

「
ハ
ル
カ
ス
3
0
0
に
一
度
は
上
っ
て
み
た

か
っ
た
の
で
」「
お
友
達
に
あ
え
る
の
で
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

続
い
て
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
横
丁
へ
。「
日
本

山
田　

百
合
子

中
村　

育
子

三
上　

幸
子

松
尾　

律
子

黒
川　

貞
子

窪
田　

ヨ
シ
子

藤
田　

初
子

35
・
商

35
・
被

35
・
商

35
・
被

35
・
商

35
・
被

36
・
被

一
の
串
カ
ツ
横
綱
通
天
閣
店
」
で
お
食
事
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
こ
の
お
店
も
二
十
四

時
間
営
業
。
さ
す
が
眠
ら
な
い
街
新
世
界

（
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
横
丁
）。
集
合
時
間
ま
で
街

を
ぶ
ら
ぶ
ら
散
策
し
通
天
閣
の
下
ま
で
行
く

人
、
お
店
で
お
酒
を
酌
み
交
わ
す
人
、
お
茶

で
談
話
す
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
大
阪
水
上
バ
ス
「
ア
ク
ア
ラ
イ

ナ
ー
」
で
大
阪
城
港
よ
り
乗
船
し
約
五
十
分

の
船
旅
。
大
川
を
淀
屋
橋
ま
で
行
き
、Ｕ
タ
ー

ン
。
途
中
大
阪
の
川
に
架
か
る
橋
が
低
い
の

で
屋
根
を
下
げ
る
こ
と
で
通
過
で
き
る
よ
う

に
、
船
に
は
「
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
・

ル
ー
フ
」
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。

約
三
十
㎝
下
が
り
ま
す
。
座
高

の
高
い
方
は
頭
が
す
れ
す
れ
。

さ
ぞ
春
は
、
大
川
の
桜
堤
と
造

幣
局
の
通
り
抜
け
で
素
晴
ら
し

い
眺
め
で
あ
る
で
あ
ろ
う
と
想

像
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

帰
り
の
車
中
は
皆
様
お
疲
れ

の
よ
う
で
静
寂
。
あ
っ
と
い
う

間
に
京
都
駅
八
条
口
ア
バ
ン

テ
ィ
前
へ
到
着
し
ま
し
た
。

　

会
か
ら
大
部
分
援
助
が
有
り

格
安
で
す
。
貴
方
も
貴
女
も
振

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
毎

年
色
々
と
企
画
を
し
ま
す
が
、

良
い
方
面
を
お
考
え
く
だ
さ
れ

ば
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

森　
　

温
子

原　

真
理
子

信
田　

あ
や
子

上
杉　

悦
子

後
藤　

エ
ミ
子

荒
川　

浩
子

松
村　

典
子

40
・
被

41
・
被

41
・
被

41
・
商

41
・
商

41
・
商

41
・
被

後
藤 

エ
ミ
子
さ
ん　

平
成
28
年
12
月

　

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

京都橘中学校・高等学校春光会 2017. 4. 30　発行（３）
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二
〇
一
六
年
度
は
一
一
三
期
生
二
六
八
名

（
V
コ
ー
ス
二
期
生
五
三
名
を
含
む
）
の
生

徒
が
本
校
を
卒
業
し
て
い
き
ま
し
た
。
京
都

橘
大
学
へ
の
進
学
者
が
内
部
推
薦
制
度
を
利

用
し
て
大
幅
に
増
え
ま
し
た
（
五
〇
名
）
。

国
公
立
大
学
の
合
格
は
、
大
阪
大
学
、
神
戸

大
学
、
北
海
道
大
学
を
は
じ
め
六
八
名
（
大

学
校
含
む
）
と
な
り
ま
し
た
。
私
立
大
学
に

は
難
関
私
立
大
学
（
関
関
同
立
）
一
三
〇
名

を
含
め
、
延
べ
七
〇
八
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

ま
た
、
関
西
圏
以
外
の
大
学
に
も
十
二
名
が

合
格
し
ま
し
た
。
最
後
ま
で
諦
め
ず
頑
張
っ

た
結
果
で
す
。
今
後
も
生
徒
の
進
路
実
現
の

た
め
、
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
中
学
校
）

　

開
校
八
年
目
の
Ｖ
コ
ー
ス
。落
ち
着
い
た

キ
ャ
ン
パ
ス
・
校
風
の
中
、京
都
橘
で
の
六
年

進
路
状
況

❹

間
で
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
を
遂
げ
て
い

く
生
徒
の
様
子
に
安
心
感
・
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。午
後
入
試
も
定
着
、
本
校
へ
の
志

望
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
初
日
午
前
の
受
験

者
含
め
、志
願
者
は
前
年
比
１
２
６
％
の
二
九

八
名
と
増
加
し
ま
し
た
。入
学
者
も
昨
年
の
六

七
名
に
続
き
、今
春
も
六
八
名（
定
員
六
十
名
）

を
迎
え
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。親
子
二
代
、
ま

た
二
人
・
三
人
と
兄
弟
姉
妹
で
在
籍
中
の
ご

家
庭
も
多
く
、「
橘
フ
ァ
ミ
リ
ー
」が
さ
ら
に
増

え
て
い
ま
す
。

（
高
等
学
校
）

　

二
〇
一
七
年
度
入
試
に
お
い
て
は
、国
公
立

大
学
希
望
者
増
に
伴
う
国
公
立
進
学
（
S
）

コ
ー
ス
の
定
員
増
（
四
十
名
↓
六
十
名
）
を
は

じ
め
、後
期
日
程
の
導
入
、ま
た
、英
検
取
得
者

の
優
遇
（
取
得
級
に
よ
り
点
数
加
算
）
な
ど
の

改
革
を
行
い
ま
し
た
。志
願
者
数
は
こ
こ
三
年
、

一
、二
四
三
名
↓
一
、三
六
七
名
↓
一
、六
四
八

おもな大学の合格者数

名
と
増
加
、
中
で
も
Ｓ
コ
ー
ス
は「
最
高
志
願

倍
率
一
二
・
一
倍
」
と
今
年
も
新
聞
各
紙
で

と
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。入
学
者
も
二
四
三

名
↓
二
六
〇
名
と
増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
春
は
三
三
五
名（
定
員
二
六
〇
名
）の
外
部

入
学
者
を
迎
え
、
内
部
進
学
者
あ
わ
せ
て
一

〇
ク
ラ
ス
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。特
別
進
学

（
Ｅ
）
コ
ー
ス
は
探
究
型
の
学
び
で
様
々
な
取

り
組
み
が
着
実
に
進
行
、
総
合
進
学
（
Ａ
）

コ
ー
ス
も
ク
ラ
ブ
活
動
を
は
じ
め
豊
か
な
高

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
「（
卒
業
後
い
つ
訪
ね
て
も
）
あ
の
時
の
先

生
が
い
る
！
」
こ
れ
が
私
学
の
良
さ
の
一
つ

で
す
。い
つ
で
も
母
校
へ
帰
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。教
職
員
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
広
く
京
都
橘
を
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。

（3月31日現在）

■国公立大学（６８名）
　　大阪大学　　　　（１名）
　　神戸大学　　　　（４名）
　　北海道大学　　　（２名）
　　京都府立医科大学（２名）
　　京都府立大学　　（２名）
　　大阪府立大学　　（３名）
　　滋賀大学　　　　（２名）
　　滋賀県立大学　　（５名）
　　兵庫県立大学　　（４名）
　　京都工芸繊維大学（2名）
　　東京外国語大学　（１名）　他

■私立大学
　　京都橘大学　２９４名
　　関関同立　　１３０名
　　産近龍佛　　１４８名
　　上智・日本・聖路加国際大学　他

■短期大学　　９名
■専門学校　２２名
■就職等　　　５名

2016年度の主なクラブの全国大会での戦績
吹奏楽部　
　第43回関西マーチングコンテスト
　3年連続16回目の出場 金賞、関西代表
　（9月　大阪）

太鼓部
　全国高等学校総合文化祭
　＜郷土芸能部門＞　
　17年連続出場（7-8月　広島）

陸上競技部
　全国高校総合体育大会＜インターハイ＞　
　8年連続出場　

　女子 4×100mリレー　4位
　国民体育大会　（10月　岩手）
　成年少年女子共通 4×100mリレー 決勝進
　出（壹岐あいこ、吉野史織が走者として参
　加）
　少年女子Ａ　400mH 安達眞咲 8位
　少年女子Ｂ　100m 壹岐あいこ 8位

女子バレー部
　全国高校総合体育大会＜インターハイ＞
　18年連続　20回出場　
　ベスト8 （7-8月　山口）
　国民体育大会＜少年女子＞

　京都橘単独チームで出場　2回戦敗退　
　（10月 岩手）
　全日本バレーボール高校選手権大会
　＜春の高校バレー＞　
　18年連続　20回出場　1回戦敗退
　（1月　東京）

男子サッカー部
　全国高校総合体育大会＜インターハイ＞
　（7月　広島）　2年ぶり3回目の出場
　インターハイ初勝利！（2回戦敗退）
　全国高校サッカー選手権大会（12月 千葉）
　5年連続6回目の出場

（４）2017. 4. 30　発行 京都橘中学校・高等学校春光会
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　高等学校の卒業式を翌日に控えた2月28
日火曜日、京都橘中学校・高等学校フェス
ティバルホールにて、春光会入会式を行な
いました。2016年度卒業生の皆さん、御卒
業おめでとうございます。新たに入会され
る271名の皆さんを心より歓迎し、松尾律
子会長より卒業生代表木下祐希さんへ、春
光会の会員証と入会の記念品としてUSB
メモリを贈呈致しました。

❺

　

恒
例
の
橘
祭
が
、
九
月
十
日

（
土
）
に
開
催
、
春
光
会
も
例

年
ど
お
り
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
い
つ
も
大
好
評
の
み
た

ら
し
団
子
、
三
色
団
子
、
洋
菓

子
の
販
売
を
今
年
も
行
な
い
、

あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
。
他
に

手
作
り
の
食
用
ロ
ー
リ
エ
、
あ

ぶ
ら
と
り
紙
の
販
売
も
好
評
で

し
た
。

　

ま
た
、
卒
業
生
の
作
品
展
示

も
行
な
い
ま
し
た
。
萱
沼
房
子

（
旧
姓
：
将
野　

昭
和
三
五
年

卒
業
）
さ
ん
の
油
絵
六
点
で
、

う
ち
一
点
は
今
年
の
春
光
の
表

紙
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
ど
れ
も

素
晴
ら
し
い
作
品
で
、
多
く
の

人
が
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
毎
年
同
室
の

陶
芸
教
室
（
橘
幸
会
）
の
皆
さ
ん
の
作
品
も

と
て
も
好
評
で
し
た
。

春
光
会
（
同
窓
会
）
コ
ー
ナ
ー
で
は
お
茶
の

ご
用
意
を
し
て
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
橘
祭
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
二
〇
一
七
年
橘
祭

　
九
月
七
日
㈭
　
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　
九
月
八
日
㈮
　
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル

　
九
月
九
日
㈯
　
橘
　
祭

　
対
　
象

学
年
・
コ
ー
ス
・
ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ブ
単
位
他

＊
補
助
を
受
け
た
場
合
、そ
の
対
象
者
の
名

　
簿
と
、会
報
等
で
紹
介
し
た
い
た
め
、報
告

　
書
、写
真
等
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
春
光
会
で
は
、
学
年
、
コ
ー
ス
、
ク
ラ
ブ

単
位
等
の
同
窓
会
開
催
、
企
画
を
援
助
す
る

た
め
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
開
催

を
計
画
し
て
い
る
会
員
は
事
務
局
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。
補
助
金
は
左
記
の
内
容
で
す
。

﹇
案
内
送
付
対
象
者
数
﹈が 

　
　
20
〜
50
人
…
…
…
…
5
、0
0
0
円

　
　
51
〜
1
0
0
人
…
1
0
、0
0
0
円

 

　
　
以
上
、
50
人
を
超
え
る
毎
に

　
　
　
5
、0
0
0
円
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

入 会 式ど
ん
ど
ん
開
こ
う

同
窓
会

ど
ん
ど
ん
開
こ
う

同
窓
会

入会式
“S49年度卒業生一同”

京都橘中学校・高等学校春光会 2017. 4. 30　発行（５）

リオオリンピック女子マラソン
　昨年春光28号の表紙を飾ってくれまし
た。日本代表として、世界の大舞台で厳
しい状況下で完走を成し遂げられました。
46位でしたが、彼女の表情はどこか清々
しく「もう一度頑張りたい。」と話されて
いました。伊藤舞さんのさらなる活躍を
卒業生一同期待しております。

伊藤 舞さん
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大
正
十
二
年
、
室
町
出
水
下
が
る
で
誕
生

さ
れ
ま
し
た
。
生
後
一
年
で
実
母
と
死
別
。

そ
の
後
、
賢
明
で
教
育
熱
心
な
継
母
に
育

て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
母
の
薦
め
も
あ

っ
て
京
都
手
芸
女
学
校
に
入
学
さ
れ
ま
し

た
。
手
芸
女
学
校
の
教
育
に
よ
り
、
ど
ん

な
も
の
も
器
用
に
美
し
く
、
早
く
縫
う
た

り
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
で
あ

り
ま
し
た
。
学
校
卒
業
の
翌
年
昭
和
十
六

年
十
二
月
に
戦
争
が
始
ま
り
、
傷
病
兵
を

看
護
し
よ
う
と
博
愛
の
精
神
か
ら
、
看
護

婦
の
道
に
進
ま
れ
ま
し
た
。
体
が
弱
か
っ

た
た
め
に
戦
地
に
は
行
か
ず
に
京
都
第
一

赤
十
字
病
院
に
お
い
て
体
力
的
に
も
激
し

く
大
変
御
苦
労
さ
れ
ま
し
た
が
、
看
護
婦

長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
看
護
婦
時
代
、
栄

養
士
の
免
許
を
と
る
よ
う
病
院
か
ら
希
望
さ

れ
、
戦
争
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
東
京
の
厚
生

省
研
究
所
に
て
勉
強
し
、
東
京
大
空
襲
に
も

遭
い
、
毎
日
戦
争
の
恐
怖
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
無
事
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

戦
後
は
米
軍
に
赤
十
字
病
院
を
占
拠
さ

れ
、
病
院
に
い
た
日
本
人
は
近
く
の
東
福

寺
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
時
に
佐
賀
県
の
お
寺
か
ら
修
行

に
来
ら
れ
て
い
た
京
都
大
学
生
の
ご
僧
侶

と
東
福
寺
の
お
台
所
で
お
知
り
合
い
に
な

り
、
そ
の
後
そ
の
男
性
と
ご
結
婚
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
仕
事
に
対
す
る
責
任
感

が
強
く
、
幼
い
わ
が
子
を
母
に
託
し
て
使

命
の
道
に
徹
し
て
貫
か
れ
ま
し
た
。
京
都

府
栄
養
士
会
会
長
に
就
任
さ
れ
、
会
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
ほ
か
、
同
志
社
女
子
大

学
等
の
教
壇
に
立
っ
て
後
進
を
育
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧

難
時
代
に
は
栄

養
失
調
、
飽
食

の
時
代
を
迎
え

た
現
代
は
肥
満

や
糖
尿
病
と
食

生
活
の
密
接
な

つ
な
が
り
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
乱
れ
が

ち
な
食
生
活
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
と
、
子

供
の
時
か
ら
教
育
す
る
こ
と
が
大
事
と
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
学
校
給
食
の
献
立
を
活
か

し
た
教
材
に
し
て
、
食
生
活
に
対
す
る
認
識

を
深
め
よ
う
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
楽
し

く
食
べ
る
事
を
生
活
の
基
本
と
願
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

日
々
お
忙
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
素
晴

ら
し
い
趣
味
も
お
持
ち
で
し
た
。
俳
句
も
詠

ま
れ
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
会
員
に
も
な
っ
て

お
ら
れ
、時
に
ふ
れ
て
数
々
の
俳
句
も
。ま
た
、

水
墨
画
に
も
心
を
注
が
れ
、
素
晴
ら
し
い
作

品
を
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
バ
ラ

の
花
が
大
変
お
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

い
つ
も
ど
ん
な
時
も
プ
ラ
ス
思
考
で
、
ま

さ
に
京
都
府
の
栄
養
士
会
を
代
表
し
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
激
動
の
昭
和
の
時
代

を
体
を
張
っ
て
生
き
抜
か
れ
た
小
森
榮
子
さ

ん
は
、
平
成
八
年
四
月
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

温
厚
誠
実
な
人
柄
で
あ
っ
て
も
お
仕
事
と

な
る
と
、
妥
協
し
な
い
誇
り
を
も
っ
た
方
で

し
た
。「
先
生
は
常
に
厳
し
く
常
に
継
続
し

て
活
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
下
さ

っ
た
。」
そ
し
て
ま
た
、「
公

明
正
大
に
し
て
責
任
感
強
く
、

後
輩
の
人
々
に
も
ち
ょ
っ
と

離
れ
て
見
守
る
優
し
さ
を
持

っ
て
お
ら
れ
た
。」
と
、
多

く
の
方
が
小
森
榮
子
さ
ん
を

偲
ん
で
讃
嘆
さ
れ
る
、
素
晴

ら
し
い
ご
生
涯
を
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
春
光
の
„
お
じ
ゃ

ま
し
ま
す
広
報
で
す
“
で
は
、

小
森
榮
子
さ
ん
の
娘
様
の
上

❻

故 小森 榮子
（旧姓 吉田）　
昭和十五年卒業

〝
栄
養
指
導
一
筋
に
半
世
紀
〞

〝
勲
五
等
瑞
宝
章
受
章
〞
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● 日時

● 場所

● 内容

● 会費

2017年6月24日㈯
午前10時30分から（受付は10時）

ご出席のお申し込みは会費の納入を持って受付をさせていただきます。
準備の都合上、お振込みは6月16日（金）までにお願いします。なお、
例年と開始時間・会費が異なりますので、ご留意ください。

記

2017年度
春光会総会・懇親会のご案内
　本年度の春光会総会・懇親会を下記のとおり
開催いたします。同窓生の皆様お誘いあわせの
上、懐かしいひとときをお過ごしくださいます
ようご案内申し上げます。
　今年度も、退職教職員の会である「橘翔会」
と教職員との合同で懇親会を開催いたします。
懐かしい恩師もたくさんお見えの事と思います
ので、ぜひご参加ください。

小森榮子さんプロフィール

大正12年
昭和15年
昭和18年

昭和20年
昭和23年
昭和24年
昭和39年
昭和23年～
　昭和44年
昭和43年～
　昭和63年
昭和45年～
　平成14年
平成8年4月
平成14年
平成24年

室町出水下がるに生まれる
京都高等手芸女学校卒業
京都第一赤十字病院
日本赤十字社甲種救護婦生徒の課程卒業
厚生省研究所養成訓練規定により栄養学科本科卒業
栄養士免許取得
京都府庁衛生部栄養主管課技術吏員・主査
制度改正により管理栄養士に
21年間京都府に専門職として勤務
（管理栄養士・看護師）
京都府栄養士会会長、日本栄養士会理事

京都栄養士専門学校・平安女学院短期大学
京都文教短期大学・同志社女子大学等の講師
勲五等瑞宝章　受章
京都府栄養士会名誉会長
永眠　89歳

京都ブライトンホテル
京都府京都市上京区新町通中立売下る仕丁町330　
TEL（075）441-0489

会務・会計報告・予算案・懇親会
7,500円
（学生・未成年の会員は3,000円）

● 日時 2017年10月14日㈯
午前8時40分　京都アバンティ前集合（午前9時出発）
午後6時ごろ　京都アバンティ前帰着

開催日直前のキャンセルはキャンセル料をいただくこともありますので、ご注意ください。

記

2017年度 秋の散策のご案内
　春光会では毎年、秋の散策というバス旅行を開催しています。
卒業生の父母の会である「橘幸会」や退職教職員の会である「橘
翔会」と合同で開催しており、今年は名古屋方面への旅行を予定
しております。秋の思い出づくりにふるってご参加ください。
定員45名で先着順となりますので、お早めにお申し込みください。

名古屋方面
トヨタ産業技術記念館、サッポロビール名古屋ビール園
浩養園（昼食）、ノリタケの森

5,000円（当日払いでお願いします）

● 申込方法

● 申込先

● 行先

● 会費
45名（先着順）● 定員 9月29日㈮● 参加申し込み締切

お名前、ご住所、電話番号、卒業年を電話・郵送・FAX・メールのい
ずれかで本校までご連絡ください。春光会員、橘翔会員、橘幸会員
以外の方はお申込みいただけませんので、ご注意ください。

京都橘中学校・高等学校　事務部　春光会係
〒612-8026　　京都市伏見区桃山町伊賀50
TEL  075-623-0066　　　FAX　075-601-2125
e-mail：jimubu@tachibana-hs.jp

田
啓
子
様
、
お
孫
様
の
上
田

華
子
様
に
長
時
間
の
取
材
に

も
快
く
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
、
大
切
な
お
写
真
を
は
じ
め
、

思
い
出
の
資
料
と
作
品
ま
で

お
貸
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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母
が
卒
業
し
た
京
都
橘
に

自
ら
進
学
し
て
神
戸
大
学
に
合
格

西村　育恵
（S61年卒業）

西村　祐太朗
（H28年卒業）

❷

　

私
が
卒
業
し
た
の
は
、
学
校
が
桃
山
に
移
転

し
て
は
じ
め
て
の
年
。な
か
な
か
進
学
が
決
ま

ら
ず
、
た
し
か
最
後
に
短
大
進
学
が
決
ま
っ
た

と
思
い
ま
す
。先
生
方
の
教
え
も
あ
り
、初
等
教

育
学
科
へ
進
学
で
き
ま
し
た
。担
任
の
先
生
と

卒
業
し
て
か
ら
も
何
度
か
お
会
い
し
、
祐
太
朗

が
産
ま
れ
た
時
も
学
校
に
連
れ
て
行
き
先
生
方

に
抱
っ
こ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
祐

太
朗
が
小
学
六
年
生
に
な
っ
た
時
、
京
都
橘
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
き
、
京
都
橘
を
受

験
し
た
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。祐
太
朗
が
小
学

一
年
生
の
時
に
母
子
家
庭
と
な
り
、
私
学
に
入

学
さ
せ
る
な
ん
て
無
理
と
あ
き
ら
め
さ
せ
よ
う

と
思
い
ま
し
た
が
、
母
の
支
え
も
あ
り
試
験
を

受
け
る
事
に
な
り
、
合
格
・
入
学
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。入
学
式
の
時
の
受
付
で「
卒
業
生

で
す
よ
ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
す
ご
く
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。も
う
二
十
五
年
も
前
に
卒
業
し

た
の
に
覚
え
て
も
ら
っ
て
い
て
高
校
生
に
戻
っ

た
気
分
で
し
た
。懐
か
し
い
校
舎
、
ホ
ー
ル
、
校

歌
…
入
学
式
で
保
護
者
が
歌
っ
て
い
る
の
は
、

私
だ
け
で
し
た
。

　

私
が
通
っ
て
い
た
頃
の
京
都
橘
、
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、
国
公
立
を
目
指
す
た
め
の
V

コ
ー
ス
。考
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
。目
標
は
、

東
大
・
京
大
と
学
校
は
掲
げ
て
い
ま
し
た
。学

習
合
宿
、補
習
、高
二
の
三
月
か
ら
は
校
内
予
備

校
で
あ
る
進
学
ア
カ
デ
ミ
ー
を
開
催
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。受
験
前
、大
晦
日
以
外
は
毎
日
学
校

へ
行
き
、
近
所
の
方
か
ら
は
「
日
曜
日
も
学
校

か
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
毎
日
朝
か
ら
夜
八
時

ま
で
勉
強
し
、
目
標
の
東
大
を
目
指
し
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー
試
験
の
手
ご
た
え
は

あ
っ
た
も
の
の
東
大
に
は
合
格
で
き
ず
、
後
期

試
験
で
や
っ
と
神
戸
大
学
に
合
格
し
、
親
子

共
々
す
ご
く
長
い
受
験
期
間
を
経
て
最
後
に
進

学
が
決
ま
り
ま
し
た
。先
生
方
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

神
戸
大
学
に
入
学
し
て
寮
に
入
り
、自
炊
、勉

強
、
部
活
と
や
っ
て
行
け
る
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
中
学
か
ら
勉
強
ば
か
り
し
て
い
た
祐
太
朗

が
一
番
き
つ
い
ク
ラ
ブ
で
あ
る
端
艇
部
に
入
部

し
、夏
合
宿
で
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
、十
月
二
十

二
日
の
全
国
大
会
の
新
人
戦
で
は
優
勝
し
、
別

人
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。皆
が
ビ
ッ
ク
リ
す

る
変
わ
り
様
で
す
が
、
先
生
方
の
お
か
げ
で
大

学
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。現
在
は
進
学
ア
カ
デ

ミ
ー
で
教
え
る
側
に
な
り
、
未
だ
に
京
都
橘
に

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｖ
コ
ー
ス
一
期
生
、
一
一
二
期
卒
業
生
の
西

村
祐
太
朗
で
す
。今
回
は
京
都
橘
生
と
し
て
過

ご
し
得
ら
れ
た
経
験
な
ど
を
話
そ
う
と
思
い
ま

す
。

　

僕
は
V
コ
ー
ス
一
期
生
で
も
あ
る
の
で
す
が
、

京
都
橘
中
学
入
学
の
動
機
で
一
番
大
き
い
こ
と

は
、
一
期
生
に
な
れ
新
し
い
事
へ
の
挑
戦
に
魅

力
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。ま
た
、京
都
橘
が
母
親

の
通
っ
て
い
た
学
校
と
い
う
こ
と
も
決
め
て
の

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。入
学
し
て
み
る
と
、中
学

に
お
け
る
先
輩
が
ど
の
学
年
も
い
な
い
と
い
う

の
は
不
思
議
な
感
じ
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

当
時
の
高
校
三
年
生
を
筆
頭
に
高
校
の
先
輩
方

が
交
流
会
な
ど
の
行
事
を
開
く
な
ど
様
々
な
形

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
り
、
楽
し
く
中
学
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

僕
は
地
元
の
小
学
校
で
は
成
績
上
位
で
図
に

乗
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
京
都
橘
中
学
で
は
入

学
当
初
の
成
績
が
中
の
下
だ
っ
た
た
め
激
し
く

悔
し
さ
を
覚
え
、
今
ま
で
の
自
分
の
過
信
を
恥

じ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
を
受
け
て
、入
学
し
て
か

ら
は
受
験
勉
強
以
上
に
必
死
に
な
っ
て
勉
強
し

て
、
自
分
の
納
得
で
き
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
時
の
姿
勢
は
そ
れ
以
降
の
勉
強
だ
け
で
な

く
、
大
学
受
験
の
際
に
も
役
立
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

他
の
学
校
を
知
り
ま
せ
ん
が
、
京
都
橘
中
高

を
通
じ
て
行
事
の
豊
富
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

研
修
旅
行
や
文
化
祭
な
ど
一
般
的
な
も
の
か
ら

演
劇
鑑
賞
会
や
著
名
人
の
講
演
会
な
ど
他
校
に

は
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
も
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。外
部
だ
け
で
な
く
、京
都
橘
の
卒

業
生
の
講
演
も
あ
り
、
京
都
橘
生
に
し
か
で
き

な
い
よ
い
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
受
験
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
過

程
を
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。僕
が
東
京
大
学

を
本
格
的
に
第
一
志
望
と
し
て
見
据
え
始
め
た

の
は
、
進
学
ア
カ
デ
ミ
ー
と
い
う
高
校
三
年
生

を
対
象
と
し
た
校
内
予
備
校
に
出
会
っ
て
か
ら

で
し
た
。進
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
つ
い
て
は
語
り

す
ぎ
る
と
宣
伝
に
な
る
の
で
割
愛
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
中
学
時
か
ら
担
任
や
周
り
に
言

わ
れ
つ
づ
け
て
い
た
の
で
特
に
違
和
感
な
く
突

き
進
み
ま
し
た
。結
果
か
ら
言
う
と
前
期
試
験

で
不
合
格
で
し
た
。思
い
返
せ
ば
、セ
ン
タ
ー
試

験
で
ボ
ー
ダ
ー
を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
に
よ

る
驕
り
が
一
番
の
原
因
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

運
よ
く
、
後
期
試
験
で
神
戸
大
学
に
合
格
し
ま

し
た
。支
え
て
く
れ
た
先
生
方
や
、特
に
母
親
を

含
む
家
族
に
は
申
し
訳
な
く
後
悔
し
ま
し
た
が
、

今
は
神
戸
大
学
で
の
生
活
を
受
け
入
れ
楽
し
ん

で
い
ま
す
。特
に
一
番
の
変
化
は
中
高
時
代
に

文
化
系
の
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
い
た
の
が
、
大

学
に
入
っ
て
か
ら
運
動
系
の
部
活
に
入
っ
た
事

で
す
。

　

最
後
に
後
輩
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と
を
書
い

て
し
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
ず
、人
生
は

良
く
も
悪
く
も
ど
う
に
で
も
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。完
全
な
持
論
で
す
が
、僕
は
す
べ
て
の
人

生
に
は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
よ
う
な
も
の
が
与
え

ら
れ
て
い
て
、
身
を
任
せ
れ
ば
天
命
通
り
の
終

わ
り
へ
と
向
か
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。途
中
に
は
様
々
な
分
岐
点
が
あ
り
、自
分

の
求
め
る
道
を
選
び
ま
す
。そ
の
選
択
に
は
努

力
や
犠
牲
が
伴
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
こ
で

言
い
た
い
の
が
、
岐
路
に
気
づ
け
た
と
き
に
は

自
分
の
理
想
を
、野
心
を
、追
い
求
め
て
欲
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。偉
人
の
言
葉
を
借
り
れ

ば
、”Boys and girls, be ambitious unlike 

this stupid man.”

で
す
ね
。強
い
意
思
を
持
っ

て
壁
に
立
ち
向
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。こ
の
先
様
々
な
出
来
事
が
あ
る
で
し
ょ
う

が
、共
に
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


